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　アブデルアジーズ（16歳）
　出会ったのは2014年の暮れだ。アブデルアジーズは、マクムー
ルというアルビルから南に 50km くらい離れたところに暮らし
ていた。マクムールは、クルドかアラブか帰属が宙ぶらりんになっ
ている地域で、踏んだり蹴ったりの地域の一つである。14 年８
月には、IS に襲われ、アブデルアジーズのお父さんも、家族を
アルビル市内に避難させると、戻ってきて IS と闘った。空になっ
た給水タンクに身をひそめ、ペシュメルガ（クルド自治政府軍）
に協力して弾を込めたり、傷ついた兵士を運んだりした。米軍の
空爆もあり、マクムールは解放されるが、常に IS との戦いの最
前線に位置し、米軍の基地もあり、IS が化学兵器を使った攻撃
を仕掛けた。
　16年の 3月末には自爆テロが市内で起こり、アブデルアジー
ズの家も大きく揺れ、壁の数か所に大きなひびが入っていた。町
はゴーストタウンのようになっていた。
　しかし、アブデルアジーズの精神状態はとても不安定で、数年
前から切れやすく、ナイフを持って両親に襲い掛かったこともた
度々あったという。精神科に掛かるも、お金がなく、薬も途切れ

　2011 年、シリア内戦が始まる。民主
主義を求めて立ち上がった若者たちに待
ち構えていたものは、あまりにも悲惨な
現実だ。

　ローリン（18歳）
　2000 年にカミシリで生まれた。2012
年、クリスマスに神様が届けたのは、皮
肉にも「白血病」という名の贈り物だ。
カミシリは、シリアの最北端でクルド人

が多く住む田舎の町。バスで揺られて 4-5 時間かけてダマスカス
の病院に通う必要があった。しかし、ダマスカスの状況は日増し
に悪くなっていった。ローリンの一家は、もはやダマスカスでの
治療をあきらめ、イラクへ渡った。
　ベイルーニ病院はローリンが通っていた病院だ。ダマスカスの
郊外にある。周辺は IS の戦闘員が入り込み、ダマスカスから切
り離されて飛び地のようになっていた。
　「それでも、私たちは一度も治療をやめたことがありません」
ハリッド医師は毅然として言い放った。しかし、ロシア軍の協力

を得て始まった首都近辺のテロリ
スト掃討作戦が始まると、4カ月
は病院を別の場所を借りて治療を
続けたという。
　その間に、ハラスタ、カーブン、
ジョーバルといった周辺の町は無
くなってしまった！ いかに激し
い戦闘だったか。2018 年、ベイ

途切れになり、見た感じも相
当やばいという引きこもりに
なっていた。
　折角、骨髄移植までして生
き延びたのに、ここで、人を
刺したりして人生を無駄にし
てほしくない。早速、精神科
の治療を受けられるように病
院の送り迎えや、精神安定剤
などの薬代を支援することにした。学校は、
先生と同級生にからかわれたのをきっかけに
行けなくなってしまった。いつもマスクをか
けておびえている。
　しかし、最近始めた、斉藤亮平音楽教室で
リコーダーを覚え、笑顔を見せるようになっ
た。へたくそな、スタッフのバルザンに教え
ることも。

クルドのたんぽぽ

シリア難民

ルーニ病院が再開したが、病院にも弾痕が残り、迫撃砲を受けた
と思われる病棟は破壊されたままだった。大統領夫人は、内戦前
から小児がん支援には熱心だった。内戦後は政治的文脈で絡み取
られて、語られがちだが、そんなことには関係なく子どもたちの
治療を続けた来た医療関係者たちは、あっぱれだ！

　ルナ―ヒー（8 歳）
　シリア難民。2013 年にイラクに避難
し、難民となる。兄のドルバン（20 歳）
が、ノンホジキンリンパ腫でナナカリー
病院に入院。兄のお見舞いに来ていたの
で、たんぽぽの綿毛を描いてもらった。
　ドルバンはコシュタパ難民キャンプで
暮らしていたが、高校を出てパン屋で働
いていた。お父さんはキャンプ内で雑貨
屋をやっていたが、息子の治療のために
職を失った。ドルバンは酸素吸入をして
容態が悪そうだったが、その１カ月後には亡くなった。
　難民キャンプでは、彼の友人が 28のサッカーチームを集め、
ドルバン・カップを開催した。その様子は地元のTVでも報道さ
れた。お父さんは、病院の医者も皆よくし
てくれたと感謝し、息子が、「お父さんが、
いつも同じ服を着ているのが申し訳ない。
新しい服を買ってあげたかった」といって
息を引き取ったことをとても誇りにして、
涙を流した。

リコーダーを手にするアブデルアジーズ

ローリンの絵は 2016 ・ 17 年

度のチョコ缶にも使われた。

自分の絵がついたチョコ缶を

手にするルナ―ヒー
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▶イラク小児がん支援
　JIM-NET では、主に小児がんに対する医療支援を行っていますが、治療を終えたあと、学校に戻るための
サポートだけでなく、様々な理由から社会との繋がりが疎遠になっている子どもたちに対して、美術や音楽
を通してケアを行う取り組みをしています。子どもたちの病状や家庭環境や背景、心理状態などもそれぞれ
違うため、今後も患者さんやその家族と良好な関係を保ちながら、一人ひとりに合ったプランを検討し、ケ
アを継続的に提供していきたいと考えております。
　現在の JIM-NET ハウスの進捗状況ですが、ほぼ外観は出来上がってきており内部も配管や電気の配線など
も組まれ始め、問題なく建設は進んでいる状況です。完成後は、患者さんのご家族に対する宿泊施設だけで
なく、音楽、美術など子どもたちのアクティビティのための部屋も用意され、多目的に利用される施設とし
て運営される予定です。（JIM-NET アルビル事務所スタッフ　金澤絵里）
▶シリア難民支援
　JIM-NET ではイラクとヨルダンにおけるシリア難民支援を実施してきました。6月に来日したイラク・エ
ルビル事務所スタッフのリーム（シリア人）が現在もエルビル郊外にあるダラシャクラン難民キャンプにて
定期的に現場を調査し、医療支援を行っています。特に母子医療の分野には力を入れていますが、日本のみ
ならず国際社会においても難民となったシリア人への関心は薄れ、支援額も大幅に減少しているのが現状で
す。しかし難民キャンプに暮らすシリア人の状況は変わらぬままです。不足する医薬品、病院までの交通費
などただでさえ厳しい生活の中、病気に罹ることで生活がより困窮します。またシリア国内で小児がんに苦
しむ子どもたちもいます。今後は紛争下で苦しむ小児がんの子どもたちへの支援を実施できるように準備を
進めてまいります。紛争開始からもうすぐ 8年を迎えるシリア。医療支援を中心に少しでも彼らを支えにな
るよう、引き続き皆様のご支援のほどよろしくお願いいたします。（JIM-NET 海外事業担当　斉藤亮平）

♥九条は70年間、日本と世界の人を守ってきた
八木倫明（ケーナ奏者／作詞家）

　チョコ募金のキックオフ・イベントで演奏させてい
ただくことは、大変光栄です。チョコ募金に協力して
きたのは、人間の暮らしで何をおいても平和が基本、
というボクの強い想いから。音楽家という職業は、平
和でなくなると真っ先に影響を受けます。最初に影響
を受けるボクらが、平和を願いながら沈黙してはいけ
ない。キング牧師が言いました「最大の悲劇は善人の
沈黙である」。この言葉が胸に刺さります。
　安倍政権のあからさまな改憲への動きに危機感を
持っている人は多い。平和主義者の中にも「自衛隊
員は頑張っているのだから、憲法で認めてあげても
いいんじゃないか」と思い始めている人もいるかもしれない。そんな
人には「九条」は休んでいたのでなく、70年間、日本と世界の人々
の命を守ってきたことに気づいてほしい。
　ベトナム戦争で死んだアメリカ兵は 58000 人。生還後自殺した元
米兵は 135000 人。たくさんのベトナム人を殺したことが、トラウ
マとなって精神を病んだ人が多い。戦死者の 3倍近くの元兵士が自

死を選ぶ。この事実だけでも戦争の狂気を感じられます。
　ベトナム戦争で韓国兵が5000人戦死した事実は、日本ではあまり知
られていない。韓国兵が殺したベトナム人は、この数の何倍かになるで
しょう。韓国には平和憲法がないので、アメリカが始めた戦争に巻き
込まれる。憎くもないベトナム人を殺しに行かなくてはならない。ベ
トナム人は最近まで、アメリカ人よりも韓国人が嫌いでした。最初に
攻めてきた敵よりも、それに協力したアジアの同胞に強く恨みを持つ。
　ベトナム人は当時、沖縄を「悪魔の島」と呼んでいました。沖縄の
米軍基地から、爆撃機や枯れ葉剤などの毒薬を積んだ飛行機が飛んで
来る。これほどアメリカの戦争に協力しても、日本人の生命が守られ
てきたのは「九条」のおかげ。自衛隊が日本軍となって、外国人を殺
しに行かなくて済んだ。自衛隊員の死者もなかった。解釈改憲で自衛
隊も安保も認められた現実があっても、専守防衛という最後の砦だけは
守ってきたから沖縄が「悪魔」役になっても日本人は守られてきまし
た。沖縄の犠牲の上に日本の平和があったことも忘れてはいけません。

JIM-NET スタッフ斉藤亮平による

音楽療法

ダマスカス郊外のハラスタにあるベイ

ルーニ病院の小児がん病棟。 この地

域は激しい内戦があった

チョコ募金 2019 キックオフ　
戦場のたんぽぽ　Give Peace a Chance!
2018 年 11 月 9 日（金）18:30 開場　19:00 開演
会場：南大塚ホール（JR 大塚駅南口から徒歩 5 分）
お問い合わせ・ご予約は TEL03-6228-0746　info-jim@jim-net.net

昨年度は、 チョコ募金より 88,249,227 円が
集まりました。 皆様のご協力ありがとうございま
した。プロジェクトの比率は以下をご覧ください。

イラク小児
がん支援 91％

福島支援
4％

シリア
難民支援

5％

漫画 ： 小澤一雄

▶福島支援
　JIM-NET はチョコ募金から毎年 300 万円を福島支援にあてています。
　子どもたちを放射能から守る活動として 2018 年度上期は以下の支援を行いました。
①    「～ふくしまの子どもの夏休み～検診と保養でリフレッシュ！ IN 松本」JCF に助成
　福島で放射能に向き合いながら暮らす８名の親子が松本で３泊４日すごし、信州大学附属病院の小児科で
尿検査と血液検査を行いました。
②    北海道帯広で「どんぐりとやまねこ」が実施したサマーキャンプに参加した子どもたちにサカベコ・
　　ワークショップを実施。夏の思い出作りに花を添えました。15人の子どもたちが参加しました。
　また、福島を元気に、未来を考える活動として
①    福島ユナイテッド FC 会津開催会場でのサカベコ・ワークショップ
　100 人のサポーターの参加者があり、チームの勝利を願うとともに、西日本の豪雨の災害に関して
お見舞いのメッセージを参加者が書きました。
②    福島を伝え、再生可能エネルギーを学ぶ　2018 福島・ドイツ高校生交流プロジェクト
　　アース・ウォーカーズ主催
　福島の高校生 9人が夏休みに 2週間ドイツを訪問し、東日本大震災と原発事故の体験を英語で報告
しました。また、ドイツの高校を訪問して放射能や省エネに関する授業を見学し、「文科省に入って
教育システムをよくしていきたい」などと決意を語る福島の高校生もいました。
　下期は、甲状腺がんの子どもたちへの支援も行っていく予定です。（JIM-NET 事務局長　佐藤真紀）

信州大学附属病院の小児科で健診

JIM-NETは、こんな支援活動をしています


